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令和元年度市町村長の災害対応力強化のため
の研修の開催

防災課

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部防災課　舘

た て の
野、片山

　TEL: 03-5253-7525

　消防庁では、『市町村長の災害対応力強化のための研
修』を以下のとおり、昨年度よりも開催回数を大幅に拡
充して開催します。

１　研修の趣旨
　市町村長が、災害の警戒段階から発災後に至る重要
な局面で、的確かつ迅速な判断・指示を行えるよう、
市町村長の災害対応力の強化を図るための研修です。
風水害をテーマに、各局面において市町村長が特に留
意すべき事項を確認しながら、報道発表のシミュレー
ション等も含めた実践的なスキルの向上を図ります。
　また、今年度の出水期から運用開始予定の警戒レベ
ルの概略についても内容に盛り込む予定です。

２　研修の概要
　【日時・場所】
　第１回 令和元年5月16日（木）14:00 ～ 16:45
　第２回 令和元年5月17日（金） 9:15 ～ 12:00
　第３回 令和元年5月17日（金）14:00 ～ 16:45
　※三番町共用会議所
　　東京都千代田区九段南2-1-5

　第４回 令和元年6月10日（月）14:00 ～ 16:45
　第５回 令和元年6月11日（火） 9:15 ～ 12:00
　第６回 令和元年6月11日（火）14:00 ～ 16:45
　※総務省地下２階講堂
　　東京都千代田区霞が関2-1-2

　第７回～第９回 令和元年11月開催予定
　　会場は未定ですが、東京都内で開催予定
　　（決定次第、別途通知いたします。）

　【対象者】
　全国の市町村長　各回20名（計180名） （平成30年度の研修の様子）

３　研修の内容
　訓練指導員との個別面談方式で、発災の恐れがある
段階から発災後３日まで、状況を付与し、フェーズご
との意思決定を行う研修です。

４　研修カリキュラム
　●　「警戒期」
　　Ａ　市町村体制の確立
　　Ｂ　避難勧告・指示等の判断と伝達
　●　「発災・初動対応期」
　　Ｃ　大規模災害発生直後の対応
　　Ｄ　マスコミ対応
　　　　（報道発表シミュレーションを含む。）
　●　「避難生活期」
　　Ｅ　避難所の設置・運営
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